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一.........砂令.... ・国掴

ET32宗谷海峡東方沖の深愛地震に就て

杵 島 磨

内容 1.結言 ?観測値 3.震源の深さ，震央，護震時わ決定 4.走

時 5.護震機構 (i)初動分布並に節線の決定 (ii) P，S波振幅の計

算 (iii) mとm:'とが著しく相違する事に就て 6. ScS波 7.地

表面反射波:(i) sP波 (ii).貿測値及び計算値との比較 (iii) 82 波

8.結語

1.緒言昭和 8年 12月 5日 4時 3-1分頃，宗谷海峡東方沖に可成顕著

た深登地震が勃設し?と。その震央は東径 144ぷ北緯 46.4
0

で樺太の知床宇島東

方約 90粁の沖合に雷れ北海道の南宇部より東北地方の北東部及び岡島，水

戸附近に人身感莞があって所謂異常震域の現象を呈した。器械観測に於ては全

世界の地震計に記録され，大規模な地震である事を物語ってゐるつ

筆者は本邦各地観測所に於ける地震記象或ひはその複易及び外閣の地震報告

を基として，可成豊富なる材料による本地震の験震皐的調査を行ふ事が出来た。

教に之等観測所の御好意に封し深謝する弐第である3

本地震に就ては既に宮本氏及び本多ー竹花氏に依る簡単た調査があれ叉外

閣の二三の観測所ではその報告中に震央の位置震源の深さ等の概略値が求めら

れてゐる。参考のために抜草すれば弐の様になる。

震深の深さ 340km(宮本氏)， 350hn(本多一骨花氏)， 300-350~.m (VV iirtemberg報告)
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第 1岡(Al 宗谷海峡東方沖深護地震の地震記象の一例
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震 グと 46.60N，'144.0oE~宮本氏)， 45.40~ 144.0oE (本多竹花氏)， 47:50N， 

143.50E (W urtemberg報告)， 630N， 1350E(Union Geo:1eseque e，+ 

Geophysique Internationale報告)

2. 観測値本地震の観測値は気象要覧に精しく掲載されてゐるが筆者等は

原記象紙或ひはその23しにより第1去に示す如き結果を得た之を気象要覧と比

較すれば大煙に於て一致する O 本地震初動には所謂餐異相が惑買はれ， (第1園(B)

第:困 (B)

室蘭

V=50， T=5，2s 

s~s ~ 
J min 

参!日u震央に近い北海道東北地方に於て
第 2国務位相の初動分布

は先づ微細な動きが頴はれ約1秒後明瞭 ー

な相が出現ーしてゐる。変異相に就ては古

くから種々の議論が行はれてゐるが，か

Lる愛異相から求められた初動の方向は

震央一観測所の方向に封して統ーなき分

布在示してゐるに反し，本地震では多く

の場合::;7(の明瞭;相と向きを等しくしてゐ

る第2固コ本調査に於ては後者の明瞭相

を以って初動と見倣してゐる O

:;7，くに愛異相の顕はれ怠い初動は上記の

明瞭相に封等ずるものと考へる。而して

其の場合の相が epなるものには*印を I ，! 

附して表記する。倫多くの地震記象中に 1， ~ 

は上記の分類のみでは表す事の出来たい

ものもあるが煩雑をさける震に以上の分

Cl73) 



類に従うた。外園資料の記事は報告を某の偉に掲載したものである。

第 1表親 日
H
H
J
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引
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ド

u一

，
引
H

[註J (1) Pl :;所謂pの初動，地震記象上最も早く現はれた相，護震時は之を表仕

ナ。鐙異相がある場合は夫が Plに営り， 1-2 秒後の最顛著相は ip と L ，~

之を本地震の初動の計算に用ふる口

鐙異相がない時の~Pl (ep1， ipl)は上記の ipに相包・すると考へるロ

(2) 表中括弧を附せるは襲異相〆印は epl何も附せざるは iphipなり

(3) {としたものは何れにもとれるが二行のうち上の方が確からしいものo
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吋副長引 E I N I z 
振幅 liH'I S，-P， I E I N I 'z liP':"P11 SCP11 ScS-P1 

klll tn 討 此£ j 
(~ 6) (+5.7) 

μ 

¥fL-+360 13 μ 

μ 

0.9 
5ミ )11 自

制i 蓋 947 35 57.21 (ー徴 89.5 一. 90.5 12 24 
一-29.5 - 92.5 十 76.0

繭島 1012 36 04.1 (ー徴)(- 1.3) (+ 0.8) 1.1 98.0 12 18.3 
9.6 - 37.7 +12.8 ← 一

新潟 1037 11.0 - 10 - 72.0 ← 十 214十 286 一. 112.0 一
骨

伏木 1227 12.6 --，. 22.3 - 12.5 一 十 150 120.0 11 54. 
一ー -214 一 一 一

* -持

高岡 1149 18.0 6.0 一 8.0 一 一 一 一 120.0 

水戸 1182 19.0 - 12.8 - 17.9 -285 - 95 121.0 一一
宇都宮 1153 21.4 6 一 8 一 -1 109 

柿岡 1181 22.4 (ー徴)(--c2a8l.6 ) (+018.6.8 ) + 37.0 十 35.7 1.2 118 
一 8.0 +1 

筑波山 1187 22.6 一 6.4 - 25.7 - 37.2 + 48.0 -1 119 

輪 島 1175 22.8 - 26.5 - 37.3 -103 + 53 12.04 

小名漬 1086 23.0 

前橋 1193 24.0 (一微〉 (- 2.2) (ート 4.3) + 34.8 + 7.9 十58.0 1.1 123.5 1206 
一 5.6 - 17.4 +61.0 

議ヶ谷 1210 25.2 0.0 - 11.4 +62.5 + 7.2 十 92.7 120.0 

長野 1193 27.0 一
銚子 1220 27.2 - 13.9 - 41.0 +26.3 113.0 

ご足凸ミ7.ノ、I ]215 27.8 (- 2.3) (- 2.8; 
一-53.0 - 80，0 1.2 

東京 1251 30.4 一 4:6 - 17.3 一
* 横潰 1280 34.0 一 3、3 - 16.0 +31.0 + 57，3 ←160 120 

甲'府 1290 34.1 (-" 4.3) -1 + 110 + 87.2 
-1 - 17.9 - 17.1 一 一 1.5 126.5 1155.5(E) 

松本 1245 35.7 - 24 - 24 一一 182 -82 98.0 51.8(N) 

高山 1282 36.8 ， 

宮崎 1334 37.9 

126~1 11 48.0 三 島 1298 38.8 一 2.9 - 11.3 +10.7 十 21.2-18.2 

沼津 1337 一一 1.2 一 9.6 + 2.3 + 57.7 +30:8 一 129.0 11 48.0 

名古屋 1390 46.7 - 21.7 一 8.0 +11.6 + 24.4 十 28.5十 9.2 137.0 11 39 

御前崎 1409 46.5 一 時ー

彦根 1409 47.5 一 6.7 - 10.2 +10.2 十 43.5 ←十 20.6 138.0 11 43 
* * " 十 19.5演松 1412 48.3 一 3.9 一 7.3 十 3.0 十 12.2

-10 135.0 11 42 

豊岡 1443 50.7 (ー徴)(--225.6.311(-+24ヨ2) + 1~1+2竺 -61.2 140 11 39.8 
一 - 10:3 
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第 1表(B) 外園初測値

観測所|震翠| 日い
4

一一一円H
事

Pasadena 71.0 I iP(N，E，z)19"-44川 -38三iPcP(z )19-44-56， ip P(E，Z )19-46-00， 

iS(N，E，zH9-53-24， i(N，E) 19-54-07， iP'P' (z) 20-e-26， 

iScPcPP' (z)20-15-33， Comp. 

Mount W ilEon I 71.0 I iP(N，E，Z)I9-44-39，iS(N，E.Z119-53-24， Comp 

Rivel'side ，71.7 I iP(N，E，z)I9-44-41， eS(N，EH9-53-31 Comp. 

Santa B arbal'a I 70.0 I iP(N，E)19-44-32， 

La Jolla 72.4 I eP(N，E，z)I9-44-46; eS(N，E)19-53-41， 

Tinemaha 68.9 I iP(N，E，zH9::"44-27， iS(N，E)19-53-C4，' Comp， 

Haiwee ，69.8 I ip(N，E，z)19-44-31， iS(凡E-z)l9-53-10Comp. 

La Paz I 140.2 I eP(N)19-52-48， PRI(N)19-55-52， ScPcS 19-59-4~， F 

Ca. 20i 

Zi-ka引で '22.8I iB(z)19-38-.39， i(Z)19-39 di1a. 

'Viil'tenterg 78.0 I iP(z)， eP(N)I9-45-17， e19-45-31， epP19-46-34， iS(E，N)19-

Strasbourg 

Batav~a 

l¥1anila 

'¥Vien 

Gりもtingen

SainもLO:lIs

54-33， iPS(E，N)19:-'55~OO， esSI9-57.0， esSS 20-03.0， 

78:0 I eP19一生5'-24;i19-47-23， iS19-54-40; ml19-54-4ヨ， ，iPS 

19-55-04， ill219-55-C9， eL20-07， F21h20， 

61.8 1 iP(z)19-43-42; iP19-43-44，. i(z)19-45-00， S 19-51-4つ，

i 19-53-41，F 20-1， dila. 

36.!) 1 iP(N，E，Z)l9.，.40-39， iS(N，E，z)19-46-01， iVN，E)19-50~00~ F 

21-10， 

75.2. I iP(z)19-45-04， i(e)19-47-10， PPI9-48-18， S 19-54-15， 

ScS19-55-C3 Comp. 

け .'l I i(E，N)19-54-06， .i(~)19-54-;38， e(E，N)I9-56-，3(;i， t>1(E，N)20-

。5，F(N)20.6， 

82.4 I iP(E，N)I9-45-46， 'epP(N)I9-45-53，‘i 19-'46-03， iS(E，N)19-

55-29， 'es8. 9-N)~42， i 19ι56-10. F20!...10; " 

Florence Xim. 1 .81.5 1 eP.19-4，5-00，' i819-55，，"14， 

Trieste 

Zurich 

Coire 

Neuchatel 

To1eie 

Tunis 

。

78.4 1 iP 19-45-20.3， 8 19-54-42.5， 

78.8 1 eP 19-45-'-20.'5， S 19-54-'-58.8， 

78.9 1 eP Ì9-45~22:9， 8 19~54-50:9， 

79.61 eP 19-45-26.9， 8 19.55-C~.0， 

86.5 I iP 19-46~17" 819-56-14，. ~' 

87.4 I e 19-56-12， 

{17買〉



|震央距離|
糊測所 ld旬、 l 司し】

tp-H 
事

ドewYork 

Oももawa

Fordham 

GeorgetoWl1 
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Melbourne 

Sucre 

Amboina 

Medan 

Belgique 

Hamburg 

Toronto 

Taul1us 

Graz 

伊
白m

m

 

唱

b

x
n

h

 

'
z
e
ヨ

a

凶

d
・百

K

I
n
-
s
 

r
・u

a

z

E
L
P
a
 

86.8 I iP(z)I9-46-02， iStE)19-55-52 i(E)19-56-06， 

8:U I iP(N)I9-4!テ38，iS 19-55-20， • SR2~W-05， eL 20-11， F 20-
0<、
uu， 

89.7 '~今 iP 19-46-02， iS'19-55-55， 

87.4 I iP(N，E，Z)19-:46-02， iS(N，~，z)19-55-55， i(z)19-56-12， 

79.1 1. iP 19-45-24， iS 19-54~49， e 19-56-30， 

83.9 I i 19-55-45， i.19-58-5， 

143.9十P19-52-49， PRI19-56-01，、

51.7 I . iP 19-42-17.， iS 19-49"'-10， F 19-57; 

57.9 I iP 19-43-:W， i 19-43-55， iS 19-49.，-5ベ， F 20-3， 

77.1 I eP 19-45.2， iS19-54-30， F 20-45， 

72.0 I i(N)19-53.，-48， F 20.5; 

83.4 I eP(N)I9-45-39， iS 19-55-:U;，' eL 20-09-48， iL 20-15-40， 

F20-42， 

~ I ? 19-54.9， 

76.5 I iP 19-4写ー13，eS19-47-11， M119，..，54;-30， 1¥1219-54-54， 

F:10-5， 

65.2 I eP ]9-44-11， iS 19-52-'14， i 19-53-19， eL 20-6.5， F 20.5， 

76.6 I e 19-54-5.¥ L 20-5， F 21.4， 

~ I iP 19-44-05， iS 19-52-'-15， 

〔註〕 時刻は Greel1wichMean Time， Comp.は密波， dila.疎波の時， /J、括弧内

N.E，Zは夫々 南北，東西，上下動の成分観測を示す。

3. 震源の深さ，震央の位置，及び始震時の決定震央が内陸にあわ震央

附近に観測所が豊富な場合では，浅い地震に倣ってP相等登震時或ひは等P-S

を用ひて地園上か白震央の位置を求める事は甚だ、容易で、あるが，本地震の如く

震央が海上にあって且つ近地の2鋭則所か一方比偏してゐる様なものでは和達先

生の指摘された様な順序にで深夜地震の三要素を決定するのが最も遁営である

と考へるo r!Pち先づ概略の震央を求め，遼地観測の反射波 pP，sP等を用ひて

震波走時表に依り震源の深さを定め，::;l(/'C S-Pより税測所のムを導けば震央，

震源、に於ける始震時等は容易に求める事が出来る己

借以上の方法を本地震に就て営てはめてみる。先づ震央を <p=46~N， 入=1440E ，

(178 )! 



と仮定し，外因淑測報告;中より趨蛍な反射波.を拾てコて震源の深さを求めると尖

の梼iになる己

Pasadena 7 j 0.0 pP -;P = lnl22s H = 349\:川 ScS_p=9ni29~ H =350k川

Strasbourg 78.00、sP-P=lm59S H=340 

Batavia 61.8 pp~p=lm18s H=347 

8も.Louis 82.04 EcS-P=10m17s H=366 

Graz: 760.5 sP-P=lm58s. 1王=341

Wieh . 75.02' sP-P=2m06c ・.-H=366 

以上の結来から H=350粁と推定する。是は第 1表より得られたP波の走時

曲線(第5闘の 1参JKt).を満足するばかりでなく， ScS-pの走時が最もよくこ

の結果を裏書してゐる。(第5園の 2参mu

"1 

そこで， H=350粁の s-p走時表及び第1表中の s-P より各観測所の

ムを求め，地固上より震央の位置を定めてみると大僅に於て 46.3N，144.7Eと

推定されるが，観測所が一方に偏在しτゐる~以上の値に封しては充分の信頼

を長く事は出来たい。そとで E.Rosenthal， O. Klotzの方法を用ひ近地観測

(本邦に於ける碗測を指す〉及び遠地観測の雨方より濁立に震央の位置を定め

た。

本方法は“ StercngraphischeProjeluion "では球面上の固は再び固として投彰され
(6) 

るといふ原理た基き，数多くの墨書ilUJ所のムから震央の緯度経皮を定めるものである。

左岡に於て闘Oは地球の赤道で Gより方位角〈経度〉を

証明る事とする o 今観測所.A1(PIA1)，"ム12(P2"A2) ・にヲいて

di= _cos月pi
sil1p十cosム4

sinLl 
ri. = sinpi半 cosAJZ

日よりの，rlなる量;を求め，OA'I=(h，乙GOA'l=んにと

ぞれtfA'iは観測所・の投影知主なる白衣;包 A'i .a:-中心と

して牛径 nι闘を童けば，か LるGruv交思，'iから震央が

定められるのであるo 印ち震央D程度は岡上より直接測

る事が出来，その緯度ちPIJは dIIを求むる事;てイ去って失

の式から計算される D

tanぽ一竺)=clH

第 3回

投彰法によって震央を

決定する ERosenもhaト

O. Klo胞の方法

¥71 
¥(-.J 

¥ノ 1_.-¥/y
正¥¥ーし二_../〆¥，

倍以上の方法を先づ我閣の親測値に就いて趨!在してみるとァ前にムから直接-

(li9 )~ 



地園上、に震央を求めた場合と同じく閣の交黙は甚じく錯捺して震央決定に多

大の困難を件ってくるが北海道樺太奥羽の観測値を信積して震央を定めると

入=144.γE， dH = 0.400; cp = 46.40N.となる。設に西日本の観測値に封して

の信綴度を{尽くしたのは，との附近の s-pが走時表から求められる値に比し

数秒の開きがあれ震に riが大き過ぎる様左傾向が見えるからである。

第 4周

E. Rosenthal・O.Klo胞の

方法による本地震の震央の決

定(問中の番競は第1表中タト

凶悪E訊.IJ所.の番競に該営す〉

那y

三たに遠地観測~pち亜米利加，欧加/，支

マニラ南洋等の観測値から震央を求

めてみると，第4固に見られる様に η

国の交黙は殆どー黙に近く，そのイ直は

λ= 144ぷ dH= 0.400， cp= 46.ど とた

前に得た結果と略々一致してゐる。故に

震央として

入=144.30 
E，ちp=46.40N

を用ふる事にするc第 1表中の震央距離

は以上のイ直によりむosム=αA十bB十cC

から計算したもので，各観測所の αムc

は本邦では竹花氏の表，外閣では The 

Constants of s-eismological ObSCl vator.I.刊に撮った。 向各腕測所から求めた

始震時の平均をとると O ニ 4h33m56~9'(C.M. T)とたる。

本邦附近に震央を有する地震の走時曲線については多くの人々に

よってその検討が行はれ今更に喋々を要しないが，豊富な槻測材料と且つ我園

観測所の位置が震央に封して略主直線上にあるといふ特殊の事情にあるため，

本地震の走時曲線について二三の調査を施してみた。先づ我園の観測値により

p， S-p， ScS-Pの走時曲線を作ると第5園の如くになる。圏中貴線は各観測イ直

を満足する様に引いたもの鮪線は和達先生等の走時表によるものであるがP波

の方は雨者よく竺致ずるので、固には一方のみを示す。但し震央附近では観測値

走時4. 

が甚しく散在して観測の誤差ではないかと疑はれる節があれ一方叉ム=2000

km以上では観測値は表から求めたものに比べて幾分遅れてゐる。 モ火に s-p 

走時曲線ではムく10
0

K於てf表の値の方が大きく ムコ>100

ではその反封の傾向

(lS0) 



が見られるその差は最大6-7秒に達してゐるo

筆者は最初震夫fとしてちp=46.~ON， λ=144.0 E を用ひて震央距離を計算し:定時曲線を引

いた庭， S-p.走時曲線と走時表から求めた曲線との差異が著しいので， sもereograpby-si 
sch.e Po1arprojectiop.により遠地観測値をも用ひて震央位置の再吟味を行ひ cp='46.40 N， 

λ= 144.30E を得た D である D 併しか〈震央を繋へでも前走時表と白血簡を来すのは第5固

の遁りである。前月p=46.20N，λ=144.0oE では始震時は 34m08守となり Pの走時曲線は第

4闘と同程度に従来c走時表と一致するの

第 5 悶の (1)

震波走時曲線

賀線は貨測値を満足する様に引いたもわ

貼線は H=350粁に封ずる和達，益田の走時表に採る

lflUO 20ω2400 2600 2800 3000 3200 

P
↑
 

s
l
p
 

l……刊}ト

京;皮走 H寺曲紘 iど
〆

s pl:::i 〆 に~~/;fz1二ご
4=[ I.).?三戸TI ..b:どv/ 

司 王 トプ/1王〆 I/'

匝芋ヂ Sィ」/

長 '" I 01，， "'1 _ .... 

ppノ〆i'ノ'

戸主主 〆
仁三 KP 

/ I I ~-+/ 1 ， /~'/r rS4' I 1--ー

~ ぞ，Vy ，/  

[主佐「一

sec 

180 

1日。
:ょs

I~O 

90 

・‘7、.. 

ι(1 

F0C 

:封人

:治

..r ・，iJ

‘ e 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

j
 

、i・・ 民ln1In'

雪作 40 liO 似】 70 81l 90 1CO 

ι令h.<.degJ 
:?OO 円o 日ρ SOO lOo(J 
→ム(k}n)

1.0 ~O 

(181 ) 

4Gunn 

25cse巴

， 
日ec

210 

39min 

走
時
↓

1】1I11

uo 

41， 

4ヨ

3旦



第 5 固の (2)

ScS-P(結線は羽l達博士等の走時表に捺る〉

1 1 .1，， 1 

裁に於て先づS相の採り方

に訣りがあるのではな1いかと

考へられる。深設地震に於で

はS相も極めて明瞭に出現す

る場合が少くないが本地震で

は割合に不明瞭で、且つ震央距

離の大なる庭では S相附近に

数秒の間隔を有するこつの相

が亘ってゐる様であるため(第1表中の 811 8;!は之を意味するものである〉
!京、

P相の重複と相f突って 8-Pを求めるのに多分の陵!床さが漂ってゐる事は疑は

れない。併し乍ら筆者はとの黒占について特に注意を挽ひ験測を行った尖第で、，か

L る原因から起る誤差は，1-~ 秒に止り 5 秒を越す様な差異は之によっては

説明!されない。

然ちばか Lるs-Pの遅れは如何Kして起るものであらうか。先づ我等の頭

に浮ぶものは震波速度の異常餐化である。簡単のためι深さιよる震波速度の

愛化はないものとし;P，S'i庚の基準速度を Vo，恕0'特殊方面に封ずる震波速度

を Vl1お1，且す1=Icy-bI二k怒。の関係があるものとすれば震央距離 Aに於

ける雨者による S-P走時の差は

ol'二 To(7-1)
となる 3 但し1'0は基準速度による S-P走時である。今ム=1600kmでoT=

5sec とすれば k=O.967とたる。一方恕l二恕01 .v 1二川とすれば oT=全
(1-~)と友り前記り関係、より Vo=砧 m/secで k二1川 Vo二叫eG3

7c =1.025と友る。共の他色んな場合が考へられるが兎に角震波の遅速を以っ

て或る程度の訟明は奥へられる誇であるO 併し乍ら本地震が深夜地震である以

上，上述の仮定は面白くない。震波速度の水平方向の異常愛佑ヱりも垂直方向

の犬に着目した方が至営の様である。設では事責を指摘するに止めτ公く。

三えに外園の資料を)1"へて遠地に亙る走時曲線を引いてみると第5園の右下に

示すものとなれ走時去の結果とよく一致してゐる。命後章登震機巧を論宇る

に営り震央距離と震源に於ける射出角。との関係を知るため、に同曲線よりム

(182) 



=1000

迄の dT/dムを求めた。 eは震波線む射出角とす。

dT，. ・ R VH coseo=戸Vo--.cose =. Slnt1 = 一一一一一~cosell
~dム B，-H の

第 2表 H=350粁の走時表及び震源、に於ける出射角

414秘|∞;~I.c~e.1 d:g ム 143品 1--:同 l.c~1 込
3，25 10.0935 0.2691 27 8.99 2587 I 7442 131.91 

5.78 1663 4784 28.58 28 8.88 255.1'; I 7350 ，132.70 

'3 7.63 2196 6317 39.18 29 8.78 2527 7269 133.37 

4 9.40 2705 7781 51.08 30 8.68 2498 7186 134.07 

5 10.70 3079 8857 <1;ノ.62.33 8.59 ~472 7111 ]34.69 

6 I 11.51 3312 fl528 72.33 32 8.50 2446、 70:16 、， 135.28 

7 11.94 3436 9884 81.23 33 8.42 .2423 697.0 135.82 

8 12.08 3476 9999 89.38 34 8.33 2397 6895 136.42 

9 12.03 3462 9959 υ5.20 35 8.25 2374 6829 136.92 

10 11.90 3425 9851 99.!J0 36 8.]8 2354 6i72 137.38 

11 11.71 3370 9694 104.20 37 8.11 2332 6i08 137.86 

12、 11.50 3309 9519 107.85 38 8.04 2314 6657 138.27 

-13 11.2!J 3249 9346 110.83 39 7.97 2294 6599 ]38.70 

14 11.09 3191 9180 113.22・ 40 7.89 2271 65:-3:1 139.20 

15 10，89 3134 9016 ] ]5.63 ~1 7.82 2250 6473 139.66 

16 . 10，70 3079 8857' 117.67 42 ;7.75 2230 6415 140.10 
、

17 10.52 3027 8708 119.43 43 .7.68 2210 6358 140.52 

18 10.34 2976 8561 121.12. 44 7.61 2190 6300 140.% 

19 10.17 2927 8420 122.6:1 45 7.54 2170 6242 X41.38 

20 10.00 2878 8279 124.12 46 7.47 2150 6185 141.80 

21 9.84， 2832 8147 125.45 1.47 7.40 2]29 6124 142.23 

22 9.68 2786 8014 126.73 48 7.33 2109 6067 142.63 

23 9.53 2742 7888 127.93 49 7.26 2(89 6009 143.07 

24 9.38 2699 7764 129.(9 ^ 50 7.19 2069 5952 143.47 

25. 9.24 2659 7649 ]30.10 り52 7.05 20~9 5831' : 144.28 

2622 7543 1:31.03 54 '6.92， ]991 o728 145.05 

〈】寄手〉



56 I 6.80 ザ57 1. 5側 145.7311 80 I 1 5.33 1 1刷附問2

58 1 6.68 1 1922 1'. 5529 I '146.43 11 82 1 5.21!1 1499 1 . 43e 1 154.45 

60. 1 6.54. 1 1882 15414.1 147.22 11 84 1 5.08 1 1462 1 4~06 1 155.13 

62 1 6.42 l' 1847 1 5313 1 147.90 11 86 1 4.95 1 1424 1 4096 1 155.83 

64 1 6.30 1 1813 1 5215 1 148.57 11 88 1 4.83 1 1390 1 3999 1 156.42' 

66 1 6.18 I 1778 1 511~ 1. 149，22 11 90 1， 4.70 l' 1353 1 3892 1 157.10 

68。 6.06 1744 5017 149.90 92 4..57 1315 、 3783 ]57.77 

'70， 5.94 ' 1709 4916 150.5-5! 94 4.43 1275 3668 158.29 

72 5.82 1675 4818 151.20 96 4.30 1237 3558 ]九9.15

74 5.70 1640 4718 151.87 98 4.17 1200 3452 

76 5.58 1607 4623 152.47 100 4.03 1160 リりの00の同i 160.30 

78 5.46 1571 4519 ]53.13 

(U) 

5. 授震機巧 0)初動分布並びに節線の決定 第 1表からP波及

第 6固 P波初動分布(節線は象限型による〉 びS波の初動の大

14ぴ 150・ f いさを地園上に記
O.ll ‘ I (j沿い¥.' '15印

入してみると第 6

国及び第 10，園の

様になる。 ~pち樺

太，北海道p東北，

中部近畿地方では

押じで、それ以西は

引きとってゐる。

之を説明するには

本墓地震掛でよく

用ひら-れる様に，

震源、のまはりに小

/00，. 球をとり(二節平

面で分けられた四

130' ，/40' 
今象限の中相封ずる

( 184) 



二つ側で張力他の側では墜力が働く)，極軸を南下りに傾け張力の{動くー象限の

部分が丁度押しの匡域に営る様にすればよい。

倍今同の観測値は震央に劃して一方に偏在してゐるため節線の位置を定め

るのに少からぬ困難を伴ってくる。そとで更に外国資料から初動をしらべ，

'¥Vien， Pasadenaの密波 Zl-ka-wei，lV[anilaの疎波怠る事を知り得たので之を

も満足させる様に極軸の傾き，方位等を決定したのである。その方法は震源、の

廻りの小球(貴際には小形地球儀を用ひた)上に各観測所を投影し押し引きの

分布を満足する様に二つの直交節子面を求めるものである。観1/QIJJWを小球上に

投影するには，その小球上に於ける緯度，方位が分ればよく，前者は球面三角

の式から〈或ひは地国上から震央と観測所とを結ぶ線が震央に於ける子午線と

たず角を測り之に地園の補正を加へでもよい〉後者は第2表中ムー。の関係

第 7 国から容易に求められる。かくじて求められ'

た節線は第 7固に示す如く極軸の一つ P1

は震央を極とする球座標系 r，6'， cpιに封

して

本地震の護震機巧説明固

。'=5f/=80ア cp/=80=9ロ。，

となり叉一節線 OP1DとEP1を通る大圏

との P1 に於てなす角は g とたるo 更に

便宜のため弐式を用ひてP1を極とする球座

標 (r，()，引に鍵換する。

.cosB = cosD' cosB 0' + sinB' sIn Bo' coscp' 

sin(18G
o
ー cp)=ω25

向込

裁に cp'は FIEから測ったものでちp'= cpr'-SOとなるO 叉?を基準の節線(第

6園の左方).i.PIBから測った Fに直すには 7Jf= '27r+CP -98
0

とすればよい。

(ii) P， S 波振幅の計算震源、から可成はなれたととろに於ける P波S波の振

幅は妹津博士の解から容易に求められる O 設では之より導かれた本多鷺坂竹花

氏等の式

SDpr=Ul 二m~sin 2θ.cos lf! COE (pt -hr) 
T 

(185 ) 



53)so= v3=5制 LCOS29dm(13tーか)

53)s十=初日=-5判 Le0808;EFCOWーか)

C)f = 1 1 旦 E
'.1-=-ーす "， :ll plpα切

19V 3 A:l/Z
‘ 

忙よるが前記の坐標と一致させるためにとの z軸を υ軸にかへ，符競を直すと
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t・3 二 5.20 羽~sing c~s8 sin2qr 
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表
<) 

o 第

'1c;;=5 

となる。併し以上の理論は均一弾性樫内

に於けるものであるから，地殻の不均賃
A釘d白加e位ισ

-1 1β:V s討ine九od吠(cosθ)

28.6 

26.8 1 

20.2 

18，3 

01 

による補正が必要である。即ち

1 _. 1 1 /------rl(eos(-} 1 

r R V sme oa( COE<8J) 

と友る命との値については本多先生が玩
1 

o
h
H
O
O
-
a吐

v
h
u

H = 200km， 320km等について計算を

施してゐられるが筆者も亦第2表の結果

H=3oO粁に劃するものを作

に

ミ 17.0

15.7 
を用ひて

14，8 

12.4 

11.4 

9.3 

8.0 
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倍 (1)式中fsm

sin2 qrの値を各観測

所毎に計-算し之 ~Cb也

表面反射の影響を加

へたるものと第1表

中のP初動寅測値と

を比較し雨者が満足

される様に 91を定め

ると

~ = 2.5 x 10ロcm2

を得る。但しこの値

は節線附近の値を除

いたもの L平均値で

あるo~ に以上の値

を用ひてP初動の大

さを計算し賓測値と

比較すれば、第 9園の

様になる。

倍~が求められ

たから (2)式より S

波の振幅.が計算出来

るが，入射面内に振

動ずる sv波(旬Jと
3び

長く〉とそれに直角

に振動する SH波

(ω3' )とでは地表面

反射の影響が異って

くる。そこで弐の式

¥ 

第 9回 計算及び寅測による P初動。比較

J 
JOGF4 一一

ノノ

;H 

〆tぷノp -6PJ 
イム 200 一一」色

'/〆 . 

〆

/ 
/ 

100 トー 〆. 〆

• /T/ 

a .，.9--.y.a.今ー・a 〆.、/ ・.ノ

100 
ノ/ノ.~・t 

100 !!OO 300 

120. 

安;刻{亘

100 

第 10岡 S波賀測値並びに計算値

(勢力分配の常数 wは質調)j値に令ふ様に採りた

るものなり〉

( 187) 
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/¥ Slna、，¥ 
v3' =町 cosα-W3Slnα， Sln~ =:= sinflt)→-'t'_ I 

sinθ ト………… (3)

ωJ=hSind十ω3COSαj  

から得，られる値によついて反射の影響を加へ， ~ = 2..5x10Gcm2 として計・算を施

せば第4表中旬F及びがの欄に示す様に友る O 之を賓測値と比較すれば計算値

の著しい過剰を来し?更に貴測値と一致させる震には計算値に 0.069を掛けな

ければならえにい。即ち S波初動を寅測イ直と合せる様に~を定めると~{'=~ x 

0.069 = 2..5 X 106cm2 X 0.069 = 1.7 X 105cm2 となれ P波初動貴測値から求めたも

の巾主と在るO 第 10圏中F 酬にて示せるは町二 1.7x 1的ぽとしての

S波計算イ直で大樫に於て寅測値を満足してゐるo (S波初動の大さは兎に角と

して，その方向がp 上症の登震機巧に依って可成の程度迄説明されるのは注目

すぺき事と思ふ。

第 4 表

E 波 S 波

観測所
計算値 |寅測値 \O.~計691/算F石イ直川l 質測値

りF w' 

5.μ 5 
品4 μ ，ム μ μ 

車交 香 43.1 6.1 + 994.1 
大 f白 26.0 28.6 + 1841.4 + 2796.2 231.0 193 

若者 幌 175.0 116.4 + 2316.8 -- 485.9 

旭 JJI 172.0 200.4 + 1586.2 -2459.4 202.1 610 

キ艮 tヨ且一三・ 3.5 8.1 + 77.5.7 -4683.1 201.9 387 

萄I1 路 72..5 47.2 + 44.9 -4435.0 

帯 民 148.1 194.0 + 739.1 -3511.3 一
浦 河 210.3 一 + 152.3 -2419.1 
，主A 合

蘭 247.4 414.2 + 166.1 -1384.1 9G.0 181 

札 幌 2358 336.5 十 557.0 -1576.3 

函 館 245.6 98.5 - 682.0 -1050.8 一
青 森 223.4 100.1 -2499.7 -1443.7 

手先 同 203.3 16.1 -1116.6 - 822.5 

If~ 形 111.6 71.6 -1100.8 - 760.2 92.5 85 

盛 同 192.3 61.0 -1225.9 - 860.6 103.5 131 

イ山 ~呈・: 99.9 97.1 -1194:.7 - 603.4 92.3 94.8 

iIii品 島 94.7 39.1 -1205.6 -2184.4 

小名・漬 55.2 - 918.1 - 339.2 
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P 波 S 波

観測 所

lo.~計69ずV算Lーっ'値一一~I 賃測値v' w' 

44.7 μ 22.H 0 
μ. 

-229，2 ん 63μ 1 
件

オt 戸 - 866.5 295 

宇都宮 71.4 - 967.0 - 340.2 

前 中音 48.5 18.3 -1008.9 ーミ 15.5 69.7 35.7 

柿 岡 40.8 29:7 - 865.4 - 152.5 61.4 50.4 

筑 波 41.2 26.6 - 873.2 - 140.9 61.3 一
弱E 寸4 37.0 43.2 - 723.2 -' 362.8 一

、守E主r， 崎 26.0 - 720.6 一 81.6 一
東 京 35.4 17.8 - 814.7 - 104.7 

ネ長 潰 28.8 16.3 - 810.9 28.9 56.2 169.9 

煎ヶ谷 37.3 11.4 - 913.2 31.2 63.2 30.1 

/i、 丈 13.0 38.1 - 476.3 - 103.2 33.7 40.6 

父 島 0.1 6.0 - 131.4 + 31.1 9.5 10.8 

新 i思 74.6 72.7 -1237.8 10.1 

高 同 46.7 -1116.9 + 188.4 
長 野， 39.8 - 957.8 + 150.3 
遁 分 36.8 - 976.9 + 107.6 
甲 府 合6.9 24.7 - 864.8 + 130.5 60.7 130 

一一一 島 30.0 11.7 - 758.6 ート 45.6 52.7 27.9 

沼 津 22.7 9.7 - 767.9 + 73.5 53.4 65.4 

御前崎 1.:>.9 - 730.5 + 160.3 一
潰 松 14.8 3.3 - 736.1 + 20~.0 52.9 23.0 

名 古屋 16.5 18.7 - 837.7 4ァ 296.5 61.6 37.5 

高 凶 25.1 一 - 965.2 + 302.4 一
輪 島 36.0 45.7 -1162.3 + 441.3 86.3 115 

伏 木 31.1 25.6 -1092.3 + 374.0 79.8 151 

彦・ キ艮 10.4 12.2. - 800.4 + 359.5 60.6 13.1 

重量 Ul 9.8 11.2 - 742.0 十 326.8 56.2 71.8 

J-rZ7-L ‘ 都 6.0 12.9 - 745.2 + 381.3 57.8 18.2 

豊 岡 3.7 28.3 - 787.0 十 451.4 62.8 23.8 

大 阪 3.1 11.4 - 697.5 十 296.1

潮 自甲 1.6 士 4.8 - 577.9 十 301.8 45.3 15.1 

示中 戸 1.2 21.6 - 698.1 + 411.6 56.0 42.8 

iJH 本 一 0.0 一 1.9 - 668.8 + 398.0 54.0 28.0 
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P 波 S 波

観測所
計算値|賃測値 lo.~計69切Vり一算'2+一値ω12 1 貫測値

'(;' w' 

6.μ 9 23.μ 6 - 643.μ 1 
γず

58.μ 0 
，J.. 

境 一 + 536.3 100.3 

岡 [lJ 3.1 一 4.3 - 662.6 + 442.7 ー{

ー演 田 4.6 3.0 - .685.1 + 442.5 56.4 12.1 

康 島 4.3 - 654.4 + 410.3 一
でFを~ 知 11.2 一 13.7 - 504.3 十 47.5.1 47.9 23.1 

清 ァ1( 11.1 10.6 - 432.8 十 422.6 42.0 17.0 

松 rJr 20.7 一 14.6 - 358.7 + 581.4、 47.2 40.6 

商品 /ifJ 15.2 一 13.6 - 425.7 + 450.0 42.0 17.9 

合包 本 14.0 一 9.4 - 410.9 十 435.4 41.4 31.8 

長 崎 15.6 一 17'7 - 390.2 + 428.3 40.2 9.3 

信m f'l. ー. 11.2 一 5.3 - 347.1 + 423.3 一
r員思一合 1奇 11.6 一 13.0 - 393.2 十 385.4 38.1 15.6 

鹿児島 12.5 一 15.2 - 353.0 +. 376.4 

名 i朝 12.1 6.5 - 238.7 + 317.7 -- 一

沖 縄 一 一 一

戸ご"'"三. ~t. ) 一 一

大 丘IS 25.8 一 11.6 - 496.5 +. 572.2 52.4 7.5 

仁 JJI 36.7 一 11.5 - 435.3 + 585.8 50.5 16.9 

奉 天 57.5 一 - 326.0 +. 513.1 

(iii) mと現'とが著しく相還する事に就て設に至つで注意すべき事は P1

(以後多くの場合愛異相を指す〉の存在であり而もその向きが旬と一致する

事であるO 之より本地震は二同のを受震運動に依って起されF 前の運動は後によと

ぺて非常に勢力が弱く F 市して以上S波の観測値として得られたものは第1同

目の登震機巧によるもので、はないかと考へる事も出来る O 併し之は .ipI'C匹敵

する .i8の存在がない (82 たるものがあるがその拡幅はふと大差なし 8'!.-

81 は 4-5 秒程度で ip-Pl の 1 秒程度と一致せ宇，且之を用ふ~時は 8-P

走時が益々走時表との不一致を来す〉賄で認められない。

そとで筆者は~の決定を確かめるために上下動をも組合せた値をとって討を

定めたととろ"~ = 1 .3 x 106cm2 となり水平動から得たイ直の牛分に低下したが，

それでも倫~'に比ぶれは、 8倍の大さであるO 抑も~"主る量は地震の規模の大.

く190) 



小を決定する一つの要素で，熊野:難地震では 104 益田川中流域地震で 10" 程

度，日本海北部の地震(昭和 7年 11月 13日〉では 106 ど左ってゐるO 和

蓮，益田雨氏の深夜地震表(験・時・812)よりみて該地震の規模は少くとも前

記の日本海北部の地震に匹敵するものと考へられるから以上のmの値は決し

て大き過ぎるものではあるまい。

f者最近我園の地震皐者等の研究に依って，同ーの常数mを用ひて理論的に計

算したP波S波の振幅がよく寅測値を満足するといふ結果が掲げられてゐるが

一方貢測値の方が不足を来す場合も少くない。か Lる事責は最近和達先生に依

って力説され之等を説明する震に特異屠の存在が仮定された。更に河角理皐士

はS波初動方向の偏り等を考慮に入れて妹津博士の所謂第2種S波による説明

を試みられた。本地震に就てもとの種のS波を用ひて S波の不足を補ふ事も出

来ょうがy 該地震に限って第2種の横波が登震機巧から導かれる横波に釣.して

数倍も卓越するといふ事は到底許容されや，筆者は三たに反射波に就て振幅常数

値を求め之等が P，S何れの況に一致するかを確めようと思ふ。

命本地震の登震機巧は鷺坂氏の調査せられた志摩牛島沖の深護地震と類を同

じうし， S波の初動方向を設明するには河角理事士がとの熊野灘地震を調ぺら

れた時と同様に，二つの張力と二つの犀力とが同時に働く象限型を用ふるのが

最適である，但し大さに於ては同氏も就に S波の不足を認められてゐる O

6. ScS波に就て本地震に於ても ScSi皮が出現し振幅は甚だ微々たるも

のであるがF その存在は明瞭に認める事が出来る，就に本多先生は ScS 波を

用ひて内核の剛性に関する興味深い研究をなされた。筆者も之に倣ひ，先に得

た議震機巧より ScS波の振幅を理論的に求め之を賓測値と比較してみよう O

倫 ScS波の走時は第1表及び第5園の (2)に見られる通りである。

100 

150 

傍計算に嘗つては前節S波の振幅を求めた

場合と全く同様で、あるが，との場合は内綾に

於ける反射の影響が加はってくる O 今入射S

0.04 I波 1に封ずる反射S波の振幅を示せば左表の

0.05 

0.06 

様になる 0

2たに地殻の不均ーによる震波替曲の影響

(191 i • 



第 6 表

A 
sineo d(cosθ) 

Okm 1.33 x 1O-4km-1 

200 1.23 1/ 

400 1.02 グ

600 0.86 1/ 

800 0.71 1/ 

1000 0.64 グ

1200 0.63 グ

1400 0.62 グ

1600 0.61 グ

1800 0.61 グ

2000 0.61 1/ 

を求めると第 6表となる，但し計算に営っ

て使用した ScS波走時は和達先生によるも

ので備の80= 1 ~90km/secv 871， == 4.95km/sec叫c==

7 !L.8km/secとした。

倍内核を液躍とし，振幅分配の常数mをP

波賀測値から求めた 2.5xl0Gcm2にとれ (2)

式より V3'l{'3 を求め，之を (3)式によって震

央に封ずる radial及びtransverseの成分に

引直し，夫々に反射の影響を加へてりiJωJ

を求めると，第7表に示す様になるO 邸ち之

を寅測値と比較すると約十数倍の計算値の過

剰を来してゐるO ととろで若しも内核を回程

とすれば如何であらうか。第5表より一見して分る様に，ザイは約 5%に減

少して寅測値と大慢の orderは一致する様になる O

第 7表 ScS波賞測値並びに計算イ直

計算値
|間値|組合成(備
合成 O.069Vl/2+W'2 

ボ~
v' tυ' 

μ 

163 μ 
1'- 1'-

旭 JIl 十 8.0 + 3.0 - 143 9.5 15.0 表中旬'w'
盛 同 + 5.8 - 0.4 - 72 117 5.8 9:5 は2!としてP

山 形 + 10.6 徴 - 70 99 10.6 8.4 波から求めた

2.5 X 106 cm2 

一一一 島 + 14.1 - 56 99 14.1 7.8 
を用ひ Lもの

潰 松 + 4.2 一 - 61 99 4.2 8.1 で，之を質調.u
輪 島 + 22.2 一 - 76 82 22.2 7.7 値と比較する

伏 木 ート 22.0 十 9.5 - 72 85 24.0 7.7 と，著しい計

彦 ネ艮 + 13.0 + ? I - 69 86 13.0 7.6 
算値の過剰を

来してくる O

京 都 + 6.9 +徴 - 70 84 6.9 7.6 右端の計算
豊 I司 + 2.7 + ? I - 74 80 2.7 7.5 合成値は S波

雨中 戸 十 10.0 一 ?ー 70 81 10.0 7.4 から求めた

昔H 本 6.5 
~í = 2.5x 106 x 

+ 6.4 +0.5 一、"69 81 7.4 
0.C69cm2によ

境 + 12.5 -12.5 - 81 70 17.7 7.5 るもので，之
潰 H1 + 2.9 + 1.5 - 78 65 3.3 7.0 によれば大睦

( 192) 



賃測値 計算値
|質 測 値 !。計算問 ~m 
合成 0691'-:;12平戸'2

オJ予

E N v' 

+ 6.9 μ - 1.4 μ 
1'-

7.0 μ " 高 知 - iO 7.3 に於て質調.u値

長 1母 + 3.6 - 1.8 - 73 67 4.0 6.8 を満足せしめ

鹿児島 + 5.9 - 4.5 - 69 73 7.4 7.0 
てゐるo

大 五!) + 10.3 + 4.3 - 83 5U 11.2 6.7 

名 花賞 十 3.1 + 1.2 一

併し乍ら ScS 波の勢力分配を論宇るには S波責測値から求めた ~l'の値を使

用ずるのが首然であらう O 表中計算値合成としてががの合成値に 0.069 を

釆じたものが邸ち之で，

可成良く賓測値を満足せ
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第 11固 ScS波賀測値並びに計算値

く勢力分配の常数mは S波賀測値より求めた

値による〉

J 
む 10 μ 

( 193ラ



てゐない計算値の方が幾分責測値より過大となる筈であるのに，賓際は寧ろ

0.0751'11福万とした方がよりよく寅測値を満足させるのである O

7. 地表面反射波による考察 一般にj架設地震では地表面反射波として PP

(pP) PS (pS) SP (sP) SS (sS)等があるがこの中 H=350粁に釘して 10。以内

の震央距離に於て去はれるものは SP(或はsP)に限られてゐるO 故に本地震で

期待される地表面反射波は我園観測所の資料では之のみである O

倍我々が今迄に P，S，ScS波等についてなしたと同様の計算を SP(或はsP)

波に就いて施せば，之を責測値と比較する事によって振幅常敷引を求める事

が出来る語である。上述の結果では P， S 雨波から求めた ~I の値は著しい相遣

を来したが， SPによるものが果して何れを満足させるであらうか，此は本地

震の登震機巧を論宇る上に於て重要な意味を有するものであるO そこで先づ

sP波tこづいて考察を進める事にした。

(i) 本地震による sP波の計算

和達先生等の走時表より sP，SP波の H=350粁に霊まする走時を弐に示す。

第 8 表

ム sP sP-P SP SP-P S-P 

11ι s '11" S rn s 'lIi " '11ι R 

6 2 39.8 1 7.8 2 49 1 1τ 1 13 

8 3 8.5 ]3.5 -6a 1・ 27 ・60、4ι、4 32 

10 3 36.9 17.2 
ノ

4 08 48 48 

12 4 4.9 22.9 50 2 08 2 08 

14 30.9 28.9 5 31 27 26 
O 

16 56.9 30.9 6 11 45 44: 

18 5 22.9 35.9 49 巴3 02 3 01 

:20 46.9 38.9 7 27 19 ]8 

22 6 9.7 42.7 8 04 37 34 

24 31.3 46.3 39 53 50 

26 51.3 48.3 9 13 4 09 4 05 

28 7 11.3 50.3 46 24 19 

30 30.3 52.::l 10 19 40 33 

倍-地表面反射にょうてP波を生成するためには SV波のみについて計算を行

(19壬〉



第 9 表

ム |去VM)|Up 

U I1  sineod(cosθ) 

8.04 x 10-4km-1 0.196 

6.13 0.193 0.91'5 I 1.07 

10 4.93 0.182 0.903 I 0.81 

12 4.15 0.175 0.890 0.65 

14 3.56 0.170 0.870 0.52 

16 3.10 0.160 0.850 0.43 

]8 2.78 0.150 0.830 0.35 

20 2.47 -0.145 0.805 0;29 

22 2.19 0.132 0.780 0.23 

24 1.94 0.120 0.740 0.18 

へばよい。即ち

震波響曲による

4の量，振幅1

なる sv波が地

表面入射によっ

て生宇反射P波

の振幅 Up， Up 

が 1なる振幅で

観測所に入射し

た時の地表面水

干の振幅Uは左

去の如くになるo JJlは工XUp>くU である。
グ

以上は地去を水平面とし地殻が均質僅なる時平面波が反射する場合である

がp 賞際に於ては地表面は水平で、なく叉地表附近の地殻構造は不均質不規則で

あるから所謂地表面の反射能といふものは入射波の種類波長等にようて愛化し
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る

と

観測所| A t~波山場た l 自叫符場た
mによる合 m.による合

7.4 
。 件 μ， 

手大 回 31.9 2.2 

日rl言 島 9.1 26.1 1.8 

台旨 1AP 
1' 10.9 . 19.5 1.3 

松 本 11.2 24.8 1.7 

一一一 島 11.7 15.2 1.0 

τl口了i 田 10.3 18.4 1.3 

名古尾 12.5 20.8 1.4 

京 事長 13.1 19.9 1.4 

仁 )IJ 15.8 9.9 0.7 

大 五日 15.8 13.8 1.0 

漬 田 14.8 16.9 1.2 

完長 本 17.1 15.0 1.0 
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力分配に用ひた時と同様の方法によって，下記の観測所に於ける sP波の振幅

を求めると第 10表の如くになる。同去に示すイ直は車に M の補正をしたに過

ぎないものである。

(ii)賓測値及び計算値との比較

地震記象紙中 P，S間に於て反射波と思はれる相の走時を測れ前記の sP走

時表と略と一致するものを奉げると弐の様になる。

第 11 表

走時去か 振 。百 質調.IJ値j計算イ直
観測所 sp-p 

らの偏差 111E2+N2 筑を用ふ I~九用ふE N 
fkC 日eC μ μ 件

手大 同 71 + 0.5 + 67 + 37 76 2.4 34.6 

市高 島 78 十 2.5 + 7 + 26 27 1.0 15.0 

τF当& 同 77 - ].5 - 26 - 40 48 2.5 37.0 

一一一 島 82 0.0 + 10 + 17 ~O 1.3' 17.0 

潰 同 91 + 1.5 十 4 + 8 9 0.5 7.5 

大 長E 99 - 0.5 + 7 十 10 12 0.9 
、

仁 JIl 91 4 一 。。 5 0..5 7.2 

第 11去の結果によれば勢力分配の常敷引をP波から求めたイ直に従ふと sP

。
前 I喬 10.7 + 

彦 根 12.7 + 

京 都 13.1 

漬 旧 14.8 一
高 知 15.2 一
清 オt 15.9 + 

踊同(支〉 16.6 + 
長 時 17.6 + 
r民.... ・ 1奇 17.5 + 

父 島 19.4 + 

大 五E 15.8 + 

第 12 去 波の賞測値は大

足元波の振輔

E N 

35.9 μ + 41..5 μ 

7.2 + 11.1 + 

一

33.0 + dりリ3.4

35.7 + 67.2 + 

17 + 17 

21.7 + 25.7 

21.7 + 12.1 

5.0 + 3.8 

5.0 + 43.3 

30.0 + 56.2 
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/A 

一

9.8 

15.7 

一

82-81 

c~e 

2. 

3. 

6. 

6. 

年哩3・

3 

6 

6 

6 

6 

8 

躍に於て満足さ

れてゐる。併し

前記地表面反射

の補正を考慮に

入れると況の値

は更に大きいも

のとなる。

(iii) S"， 波に

ついて本地震

による記象のS

相附近をみると



一般に二つの顕著相が表れてゐる。その最初のものをふ後者をぬと名付ける O

81 については4既にi前節に於て走時及び振幅の検討を行ったから， ζ の節に於て

はん相について考へる事にするO 先づ 8:!.相の顕著なる例を示せば第 12表

の通りである。

8:!.波と 81i皮との振幅を比較してみると大躍に於て前者が大きいが，高知，

大li~を除き大差はない。

前述した様に本地震のp初動附近に於ても Pr， iPの二つの相が額はれてゐ

る。故に 81 が P1 にんが iPK相庭するものではないかと考へられる。併

し♂-P1 は約1秒程度で且つ iPの振幅が P1 に比し桁逮ひに大きい票占カュら

みて，んを iPと共にE芝生した S波とする事は出来危い。

ヨたに第 8表の 8P-Pと 8-Pの走時を比較してみると震央距離 17附近

迄は殆ど相等しくそれよりムを増すに従ひ 8Pの方が少しづ L遅れてゐる。

故にん波は或ひは 8Pかも分ちたい。但し S:!.-Slがムく20
0

で 6秒に及

び，8:!.の拡幅がふに勝る事からみるじんを 8P波と早断ずる事は出来な

い。設ではS波初動附近にごうの顕著相が認められた事を報告して長く次第で

ある O

8. 結語本文は昭和 8年 12月 5 日宗谷海峡東方沖の深夜地震について

の調査で得られた結果の大要を示すと弐の様になる O

(1 )震央 144.30E，46.40N，震源の深さ 350km始震時 4h33m56.9s(C.M.T) 

(2) P， ScS-Pの走時は従来の走時表と一致ずるが S-pではム=10
0
-20

0

附近に於て数秒の開きがみえる O との理由は未だ明かでない。
dT 

(3) 耳=350km附するP波の瓦，ム-8，即時， ScS波1 sP i皮KtJ
11/ d(cos(J) V の表を作った。
H V sineod(sinθj 
(4) 本地震の登震機巧は張力と摩力とが同時に働く所謂象限型を以って設明

される様である。併し乍ら勢力分配の常敷引を賓測に合ふ様に求めると， P波

では 2.5x 1 U'cm2 S波では 2.5x166xO.067=1.7X 105cm2 とお:れ理論の示

す結果に従はない。

(5) 上記の mを用ひて ScS波の振幅を計算して寅測と比較すると P波の況

では内核は回鐙となり S波のmでは液睦となる。但し ScS波の初動方向は計・

(197 ) 



算値によって充分に寅測値を満足せしめてゐる O

(6) 吏に sP波について験べてみると P波による引による方が寅測値に近

ν、。

(7) 故に本地震に於ては Pilt 8波 8cS波等の初動方向を説明するには裂鰭

象限型を以うですれば、充分であるが.之を以ってその大さを説明するのは困難

なキ去である O

(8) 本地震では所謂愛異相が，額はれ S相附近にも二つの相 8182が観測され

た。

命更に研究すべき飴地は多分に残されてゐるが之等は改めて失の機舎に譲る

事とする。

移りに臨み絡始懇切な御指導を賜った和達先生に感謝し，叉調査上に種々の

御便宜を奥へられた本多先生並びに本菱地震掛の方々に厚く御躍中上げる弐第

である O

昭和 10年 4月 於中央気象憂
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